




































18 19

大阪口腔インプラント研究会

石見　隆夫

さて、ここでは、第20号まで発刊されている大阪口腔イン
プラント研究会雑誌をもとにまとめさせていただきます。
わが大阪口腔インプラント研究会は1986年5月18日に北

区堂島1丁目にあるホテルで2～30名の同志が集まり設立
総会を開催したのであります。
当時は、口腔インプラントの普及にともなって、業者サイド

の利点のみを強調される講習会が多く、混乱を招いていま
した。
一方、各地で大小の研究会やスタディーグループが設立

され、業界誌の講習会の開催ページも随所にみられるよう
になってきていました。
しかし、その中で1970年ごろよりインプラントを紹介してき

た阪本義樹名誉会長が中心となり、理想的な研究会は出
来ないものかと、有志の先生方と話し合ったところ、同じ考
え方の先生が数多いことを知り、種々検討を重ねた結果、
「たとえ少人数でも日常歯科医療に真剣かつ前向きに取り
組むと共に、今後のインプラントの正しいあり方を追求して行
こうという先生方と一緒に、インプラントを多角的に考えて行
ける研究会にすべく、我が大阪口腔インプラント研究会を
発足したのであります。
　5年後には発足当時のフィロソフィーを守り抜きながらも
80名を超える会員となり、研究会では講演中の質疑は頻
繁に行われ、ときには演者を蚊帳の外において参加者同
志のディスカッションが続いたり、コーディネートすべきの座
長も立場を忘れて討論に参加してしまうことさえもしばしば
ありました。
そういう研究会の姿勢が一部反省すべき点もありました

が、1）業者等から一切の援助はうけない　2）‘ほんね’のデ
ィスカッションをしよう。という発足当時からのモットーで、
活き活きした勉強会が今日まで守り続けられていると思い
ます。
7年経過した1993年には3600名を越す日本口腔インプラ

ント学会は、当時この学問を教える講座を持った大学がな
く、他の学会には見られない育成機関が必要となり、大学
の講座に代わるものだけに、設置基準や運営にも厳しい
条件が少なからず課せられ、この基準をすべてクリアーして
第１回目に指定されたのが、我が大阪口腔インプラント研
究会であります。

そこで、日本口腔インプラント学会が委託指定した学外
研修施設として、翌年1994年4月23日から11月27日まで、第
1回の80時間研修セミナーを開講する運びとなったわけで
あります。
この時のことを思い浮かべてみますと、本来の我が大阪

口腔インプラント研究会の趣旨と外れてしまうのではないか
という懸念の声があがり、会則第6条に3項を加え、研修
施設の実施は本会とは別の研修施設運営委員により運営
する。ということで、本来の研究会を壊さないように確認し
あったことを思い出します。
翌年の1995年1月17日には、兵庫県南部を襲った阪神淡

路大震災がおこり、研究会の会員は阪神間に在住の方々が
多く、第2回の研修セミナーも危ぶまれましたが、日本口腔
インプラント学会が委託指定した学外研修施設という責務
をまっとうし、その研修セミナーも今年で13回目を行っており
ます。昨年度までに182名の卒業生を出し、この研究会に
おいてもたくさんの先生方がご活躍されています。
そうこうしているうちに1996年5月19日には、大阪国際交

流会館にて10周年記念事業を行い、その時に「この10年を
振り返っても、インプラントの急速な発展には目を見張るも
のがある。」と阪本義樹名誉会長は述べておられました。
2001年からは韓国国際口腔インプラント学士会と当研究会
との交流を持ち、日韓学術交流会を開催し今年で第6回を
迎える運びとなっています。
　1999年には、我が大阪口腔インプラント研究会を発足か
ら13年間にわたり会長をされていた阪本義樹名誉会長が
退き、西村敏治先生が2004年まで後の大役をつとめられ、
昨年より佐藤文夫現会長が就任されております。
今回の本研究会誌の巻頭言によると、多くのスタディーグ

ループが分裂消滅していく昨今、我が大阪口腔インプラント
研究会は、研究例会では、口角泡を飛ばし議論するが、
例会が終わればお互い認め合う。と言う伝統ある形態を
20年間こわれることなく維持でき、会長が変わっても、今後
もますます白熱した議論が出来るものと信じております。
最後に、135名の会員のみなさんと共に設立30年に向かっ
て本当のインプラント界をリードしていきたいと考えておりま
す。
なお、本誌に詳しく活動内容は記載されておりますので、

じっくりお読みください。

20周年を迎えて
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　私は研究会創立時からのメンバーではありま
せんが、大学卒業1年目からしばらくはビジターと
して、またその後は会員として当会に参加させて
いただいておりますので、17年余りのかかわりと
いうことになります。
ですから、大阪口腔インプラント研究会は私の歯
科医師としてのキャリアそのものといっても差し
支えなく、日々 の診療に対する基本的スタンスは、
知らず知らずのうちにここで形成された部分が
大きいと思われます。
　振り返れば、この期間はインプラントのみなら
ず、インプラントの普及や発展という大きな波に巻
き込まれた周辺の診療科目にとっても激動期で
あったように思われます。当時使われていたイン
プラントで現在に至るまでその形を変えずに存
在しているものはほぼ皆無と思われますし、大が
かりで複雑な補綴物は影を潜め、矯正の分野に
も応用され始め、エンドやペリオに到っては抜歯
基準をも見直されようとしています。
　インプラントを取り巻くそのような現在の状況の
中で、当研究会はどのような役割を果たして行け
ば良いのでしょうか。第一に新しい情報を積極的
に紹介し、ディスカッションにより十分に吟味され
る場であること、言い換えれば氾濫する情報にス
クリーニングをかける役割であり、第二に相互の
症例発表などでそれぞれの「ブレ」を修正する
場であることではないでしょうか。
　大小数多くのスタディーグループが巷に存在
する中で、当研究会の強みは様々な分野のスペ

シャリストが在籍していることで、決して一つの価
値観に縛られず同じ方向を向いているわけでは
なく、多様な考え方を受け入れる懐の深さにあると
思います。先輩諸氏からのその様な研究会として
の美点を今後も踏襲し、大きな二つの役割を今後
とも果たしてゆける会であり続けることを願ってや
みませんし、いつまでも、私の「ホームグラウンド」で
あってほしいと思います。
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